























検討したので報告する。平成 26 年 1 月～ 3 月の 3 ヶ月の看護部ミー
ティングの実施状況調査では「看護部ミーティング」で発信され





の課長・係長等 62 名に実施したアンケートには 41 名が回答し ( 回
収率 66％ ) そのうち 11 名（27％）が看護部ミーティングを知って
おり、7 名が実際に情報を提供していた。看護部ミーティングを知


























問医師が入院を決定することである。平成 25 年 9 月から 26 年 4 月
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さらに、平成 26 年 4 月からは完全非公開型医療介護専用「メディ
カルケアステーション」の試験的運用が開始された。メディカルケ
アステーションでは、在宅に退院予定の患者について、入院中から
その患者にかかわっている多職種から、必要な情報をお互いが時間
のある時に情報交換することができた。現在、運用できるか検討、
調整中であるが、限られた退院までの時間で、多職種が連携するた
めには、ＩＣＴが必須であると感じている。今回これらＩＣＴを活
用した多職種連携を実施し、考察したことを報告する。
